












































問題の特定


（例：現地評価：ストレス要因−


環境に関する個々の湿地の情報）





影響の特定


（実地評価：例えば生物検定法，


モニタリング，調査等）





曝露範囲の特定


（化学物質の濃度等）





リスクの特定


（ＧＩＳの枠組みを利用した


曝露範囲と影響との比較）





リスク管理・リスク削減


（外部からの影響要因の管理・�実践方法変更）





モニタリング


（早期警戒迅速評価指標の利用，�ＧＩＳに基づくアプローチ）

































































